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A) 資質・能力の育成を目指している

B) 担当教科の目標を理解している
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E) 学習評価の充実を意識している
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学習の過程を重視した授業づくりを
行っている



Ａ 指導を通して資質・能力を育成します

豊かな創造性を備え持続可能な社会の創り手となることが期待される生徒に，生き
る力を育むために授業を行います。授業では，指導を通してどのような資質・能力
の育成を目指すのかを明確にしながら，教育活動の充実を図ります。

「生きる力」をより具体化した，資質・能力の三つの柱

ア）生きて働く「知識・技能」の習得

イ）未知の状況にも対応できる「思考力・判断力・表現力等」の育成

ウ）学びを人生や社会に生かそうとする「学びに向かう力・人間性等」の涵養

どのように社会・世界と関わり、
よりよい人生を送るか

学びに向かう力
人間性等

何を理解しているか
何ができるか

知識・技能

理解していること・できる
ことをどう使うか

思考力・判断力・表現力等

「確かな学力」「健やかな体」「豊かな心」を
総合的にとらえて構造化

育成を目指す資質・能力の三つの柱

Ｂ 担当する教科等の目標を理解します

単元や題材など内容や時間のまとまりを見通しながら，生徒の主体的・対話的で
深い学びの実現に向けた授業改善を行います。特に，生徒が教科等の特質に応じた
見方・考え方を働かせながら，知識を相互に関連付けてより深く理解したり，情
報を精査して考えを形成したり，問題を見いだして解決策を考えたり，思いや考え

を基に創造したりすることに向かう過程を重視した学習の充実を図ります。

Ｃ 担当する教科等の指導内容を理解します

単元や題材など内容や時間のまとまりを見通しながら，そのまとめ方や重点の置
き方に適切な工夫を加え，主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業改善を
通して資質・能力を育む効果的な指導ができるようにします。また，各教科等及び

各学年相互間の関連を図り，系統的，発展的な指導ができるようにします。

Ｄ 学習の過程を重視した授業づくりを行います

各教科等で資質・能力を育成するために，教科等の特質に応じた見方・考え方を働

かせ，学習の過程を重視した授業づくりを行います。その際，指導計画の作成と
内容の取扱いを確認します。

Ｅ 学習評価の充実を意識して指導計画を作成します

学習指導のねらいが生徒の学習状況として実現されたかについて，評価規準に照ら

して観察し，毎時間の授業で適宜指導を行うことは，育成を目指す資質・能力を生

徒に育むためには不可欠であり，いつ，どのような方法で，生徒について観点別
学習状況を評価するための記録を取るのかについて，評価の計画を立てます。評価

の計画を立てるときには，生徒全員の学習状況を記録に残す場面を精選します。

創意工夫を生かした特色ある教育活動を展開し、「生きる力」を育成します

生徒の発達を支 える指導の充実

【学級経営の充実】 【生徒指導の充実】 【キャリア教育の充実】 【個に応じた指導の充実】

• 主に集団の場面で必要な指導や援助を行うガイダンス

• 個々の生徒の多様な実態を踏まえ，一人ひとりが抱え

る課題に個別に対応した指導を行うカウンセリング

• 生徒が，自己の存在感を実感しながら，よりよい人間

関係を形成

• 現在及び将来における自己実現を図る

• 生徒が，学ぶことと自己の将来とのつながりを見通し

ながら，社会的・職業的自立に向けて必要な基盤とな

る資質・能力を身に付ける

• 特別活動を要としつつ各教科等の特質に応じる

• 個別学習やグループ別学習，繰り返し学習，学習内容の

習熟の程度に応じた学習，生徒の興味・関心等に応じた

課題学習，補充的な学習や発展的な学習などの学習活動

• 教師間の協力による指導体制を確保

学校教育目標
各学校は，学校教育全体や各教科等

における指導を通して育成を目指す

資質・能力を踏まえて，各学校の教

育目標を明確にしています。

※１

※１

教育課程 ※２

各教科，道徳科及び特別活動の内容

に関する事項は，特に示す場合を除

き，いずれの学校においても取り扱

わなければなりません。

※２
各教科

特別の教科
道徳

総合的な
学習の時間

特別活動

国語 社会

数学 理科

音楽 美術

保健体育

技術・家庭

外国語

学級活動

生徒会活動

学校行事

年間指導計画

組織的かつ計画的な教育活動

各
学
年

内容や時間のまとまり 内容や時間のまとまり

１単位時間１単位時間１単位時間１単位時間
１単位時間１単位時間１単位時間１単位時間

１単位時間の授業
を構想する

単元（題材）など
内容や時間のまと
まりの指導計画を
作成する
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授業づくりを行うにあたっての重要な視点（Ａ～Ｅ）をご紹介します。



１単元の目標を作成します

•学習指導要領の目標や内容，学習指導要領解説

等を踏まえて作成します。

•生徒の実態，前単元までの学習状況等を踏まえ

て作成します。

２主な言語活動（国語科の場合）

•単元の目標を実現するために適した言語活動

を，言語活動例を参考にして位置付けます。

３単元の評価規準を作成します

•「内容のまとまりごとの評価規準」の考え方

等を踏まえて作成します。

５授業後に観点ごとに総括します

•４に沿って観点別学習状況の評価を行い，生徒

の学習改善や教師の指導改善につなげます。

•集めた評価資料やそれに基づく評価結果などか

ら，観点ごとの総括的評価（Ａ，Ｂ，Ｃ）を行

います。

４「指導と評価の計画」を作成します

•１～３を踏まえ，評価場面や評価方法等を計画

します。

•どのような評価資料（生徒の反応やノート，

ワークシート，作品等）を基に，「おおむね満

足できる」状況（Ｂ）と評価するかを考えたり，

「努力を要する」状況（Ｃ）への手立て等を考

えたりします。

子どもたちに身に付けさせたい資質・能力を明確にし，そのための指導と評 価が一体化している単元を構想します

単元計画（国語科） 国語科における
単元づくりのポイント

【単元名】

単元名＝教材名ではなく，どのような資

質・能力を育成するためにどのような言

語活動を行うのかが分かるように工夫し

ます。

【単元の目標】

(1)・(2)は学習指導要領に示された指導事

項を選び，文末を「～できる」として示

します。(3)は学習指導要領に示された各

学年目標から(3)のうち「言葉がもつ価値

～伝え合おうとする」までを引用します。

【単元の評価規準】

•〔知識及び技能〕の指導事項の文末を「～

している。」として作成します。

•〔思考力，判断力，表現力等〕の指導事項

の冒頭に，指導する一領域を「（領域名）

において，」と明記し，文末を「～してい

る。」として作成します。

•  〔主体的に学習に取り組む態度〕は以下の

①から④の内容を全て含め，文末は「～し

ようとしている。」として作成します。

①粘り強さ

②自らの学習の調整

③他の２観点において重点とする内容

④当該単元の具体的な言語活動

【学習評価の二つの側面】

•指導に生かす評価…目標に照らし，生徒の

学習状況を分析的に捉え，その結果を指導

の調整や改善に生かす評価を日々の授業で

行います。

•記録に残す評価…積み重ねた指導と評価の

結果として，生徒の学習の実現状況を把握

し，観点別学習状況の評価として記録しま

す。実現状況を把握できる段階で行います。
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各教科の単元計画は右に
あるＱＲコードを読み込
むッタ

単元名:『さんちき』の描写から人物像、相互関係、心情　の変化を読み取る

１　単元の目標（ねらい）（身に付けさせたい力）

(2)　登場人物の人物像、相互関係、心情の変化につい　て、描写を基に捉えることができる。Ｃ(1)イ

２　本単元における言語活動

   描写から読み取った人物像や相手への思いについて、意見  交換すること等を通して理解を深める活動。 

３　単元の評価規準

４　単元の指導と評価の計画

次 時   a b C

a　語句の辞書的な意味と文脈上の意

味との関係に注意して活用すること

で、語彙を豊かにしている。(テスト)

ｃ 登場人物の心情、人物像、関係性を

理解するために、粘り強く取り組む中

で、自らの学習を調整しようとしてい

る。(ワークシート)

学習活動

1 1

○学習の見通しを立てる。

・単元の目標について確認する

・学習活動の流れを理解する

・本文を通読する

・意味調べ・新出漢字の確認をする

・物語の概要を理解する

3 4・５

○親方の話を最後まで聞いた後に「さ

んちき」の字を見た三吉の心情を考え

る

・個人で考えた内容を班で発表し意見

を交換する

・全体で共有する

○今回の単元で扱った言葉の意味や活

用の仕方についてテストする

○単元を振り返る

  ○

○

○

(1)　事象や行為、心情を表す語句の量を増すとともに、　語句の辞書的な意味と文脈上の意味との関係に

　　  注意して話や文章の中で使うことを通して、語感　を磨き語彙を豊かにすることができる。(1)ウ

(3)　言葉が持つ価値に気付くとともに、進んで読書を　し、我が国の言語文化を大切にして、思いや考えを

　　  伝え合おうとする。「学びに向かう力，人間性等」

a:知識・技 能　b:思考・判断・表現　c:主体的に学習に取り組む態度

知識・技能 思考・判 断・表現 主体的に学習に取り組む態度

事象や行為、心情を表す語句の量を

増すとともに、語句の辞書的な意味

と文脈上の意味との関係に注意して

話や文章の中で使うことを通して、

語感を磨き語彙を豊かにしている。

(1)ウ

「読むこと」にお　いて、人物像、

相互関係、心情の　変化について、

描写を基に捉えて　いる。Ｃ(1)イ

語感を磨き語彙を豊かにし、登場人

物の心情、人物像、関係性を捉える

ことについて、本文の描写や意見交

換を通して、理解を深められるよう

粘り強く取り組む中で、自らの学習

を調整しようとしている。

評価規準（評価方法　等）

b　人物像、相互関係、心情の変化に

ついて、描写を基に捉えられている。

(ワークシート)

2
2・３

（本時）

○「親方」の人物像について、描写を

手掛かりに考える

・親方の肩書を資料や辞典等を参考に

考える

・考えた内容を班で共有し意見交換す

る

・班員の意見を踏まえて、改めて親方

の肩書を考える

単元名:『さんちき』の描写から人物像、相互関係、心情　の変化を読み取る

１　単元の目標（ねらい）（身に付けさせたい力）

(2)　登場人物の人物像、相互関係、心情の変化につい　て、描写を基に捉えることができる。Ｃ(1)イ

２　本単元における言語活動

   描写から読み取った人物像や相手への思いについて、意見  交換すること等を通して理解を深める活動。 

３　単元の評価規準

４　単元の指導と評価の計画

次 時   a b C

a　語句の辞書的な意味と文脈上の意

味との関係に注意して活用すること

で、語彙を豊かにしている。(テスト)

ｃ 登場人物の心情、人物像、関係性を

理解するために、粘り強く取り組む中

で、自らの学習を調整しようとしてい

る。(ワークシート)

学習活動

1 1

○学習の見通しを立てる。

・単元の目標について確認する

・学習活動の流れを理解する

・本文を通読する

・意味調べ・新出漢字の確認をする

・物語の概要を理解する

3 4・５

○親方の話を最後まで聞いた後に「さ

んちき」の字を見た三吉の心情を考え

る

・個人で考えた内容を班で発表し意見

を交換する

・全体で共有する

○今回の単元で扱った言葉の意味や活

用の仕方についてテストする

○単元を振り返る

  ○

○

○

(1)　事象や行為、心情を表す語句の量を増すとともに、語句の辞書的な意味と文脈上の意味との関係に

　　  注意して話や文章の中で使うことを通して、語感　を磨き語彙を豊かにすることができる。(1)ウ

(3)　言葉が持つ価値に気付くとともに、進んで読書を　し、我が国の言語文化を大切にして、思いや考えを

　　  伝え合おうとする。「学びに向かう力，人間性等」

a:知識・技 能　b:思考・判断・表現　c:主体的に学習に取り組む態度

知識・技能 思考・判 断・表現 主体的に学習に取り組む態度

事象や行為、心情を表す語句の量を

増すとともに、語句の辞書的な意味

と文脈上の意味との関係に注意して

話や文章の中で使うことを通して、

語感を磨き語彙を豊かにしている。

(1)ウ

「読むこと」にお　いて、人物像、

相互関係、心情の　変化について、

描写を基に捉えて　いる。Ｃ(1)イ

語感を磨き語彙を豊かにし、登場人

物の心情、人物像、関係性を捉える

ことについて、本文の描写や意見交

換を通して、理解を深められるよう

粘り強く取り組む中で、自らの学習

を調整しようとしている。

評価規準（評価方法　等）

b　人物像、相互関係、心情の変化に

ついて、描写を基に捉えられている。

(ワークシート)

2
2・３

（本時）

○「親方」の人物像について、描写を

手掛かりに考える

・親方の肩書を資料や辞典等を参考に

考える

・考えた内容を班で共有し意見交換す

る

・班員の意見を踏まえて、改めて親方

の肩書を考える

単元名：『さんちき』の描写から人物像、相互関係、心 情の変化を読み取る



身に付けさせたい力が身に付くように、本時の学習活動を計画する

本時の授業案（国語科）

２ 展開

•本時の学習活動を通して、本

時で身に付けさせたい力を身

に付ける。

•教科の特質に応じた「見方・

考え方」を働かせる活動をす

る。

•個別学習、グループ学習等を

通して、主体的・対話的に学

ぶ。

３ まとめ

•本時の目標に対して、分かっ

たこと、できたこと、課題な

ど、次の学びにつながるよう

に、言葉でまとめる。

•学習の中での自身の変容や気

付きを、言葉で振り返る。

１ 導入

•本時の目標、学習課題をつか

み、本時の見通しをもつ。

•資料等から学習に対する興

味・関心を高める。

１ 時間の授業案を計画

ワー クシートの工夫（例）
・ワー クシート一枚で学習のねらいや流れ(学習活動)が分かる。
・単元 を貫く問いや主体的に学習に取り組む態度を見取るための問いを設定する。

第２次(第２・３時)のワークシート

本
時
の
課
題

本
時
の
課
題
に
つ
い
て
、

考
え
を
深
め
る
た
め
に

視
点
を
変
え
た
り
、
焦

点
化
し
た
り
す
る
。

生
徒
が
本
時
の
学
習
活
動

を
通
し
て
、
考
え
が
ど
の

よ
う
に
変
容
し
た
か
を
見

取
る
。

第２時

第３時

他
者
の
意
見
を
聞
い

て
メ
モ
す
る
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あなたは授業で、

□ 既習事項を振り返った

□ 具体物を提示して引きつけた

□ 生徒が明らかにしたくなる学習課題を設定した

□ 生徒が自らめあてをつかむようにした

□ 学習課題を解決する方向性について生徒に見通しを持たせた

□ 生徒が自分の考えを持つようにさせた

□ 生徒の思考を見守った

□ 生徒の思考に即して授業展開を考えた

□ 生徒の考えを生かしてまとめた

□ その日の学びを生徒に振り返らせた

□ 生徒が新たな学びに目を向けるようにした

□ 生徒の思考を交流させた

□ 他者との交流を通じて思考を広げさせた

□ 他者と協働して問題解決するようにした

□ 板書や発問で生徒の学びを引き出した

□ 身に付けさせたい力を明確にした

□ 単元や各授業の目標を把握していた

□ ねらいを達成した生徒の姿を具体化した

□ 教材の価値を把握していた

□ 単元及び各時間の計画を立てた

□ 目標の達成状況を評価した

生徒は授業で、

□ 学ぶことに興味や関心をもつことができた

□ 自己のキャリア形成の方向性と関連付けることができた

□ 見通しをもつことができた

□ 粘り強く取り組むことができた

□ 自己の学習活動を振り返って次につなげることができた

□ 子ども同士の協働を通じ，自己の考えを広げ深めることができた

□ 教職員との対話を通じ，自己の考えを広げ深めることができた

□ 地域の人との対話を通じ，自己の考えを広げ深めることができた

□ 先哲の考え方を手掛かりに考えることができた

□ 各教科等の特質に応じた「見方・考え方」を働かせることができた

□ 知識を相互に関連付けてより深く理解することができた

□ 情報を精査して考えを形成することができた

□ 問題を見いだして解決策を考えたり、思いや考えを基に創造したりすることに向かうことができた

神奈川県立総合教育センター
藤沢市善行7-1-1 〒251-0871
電話(0466)81-0188(代表)  FAX(0466)83-4660
ホームページ https://www.pen-kanagawa.ed.jp/edu-ctr/ 神奈川県立総合教育センター

マスコットキャラクター 「グッタ」

授業改善に向けて授業を振り返ります
『学習者の視点』から振り返ります

『授業者の視点』から振り返ります

主
体
的
な
学
び

主
体
的
な
学
び

対
話
的
な
学
び

対
話
的
な
学
び

深
い
学
び

深
い
学
び

参考「主体的・対話的で深い学びを実現する授業改善の視点について」
（R2.6国立教育政策研究所）
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